
第 10 回 ソリューションランド 盛岡大会 
 

テーマ  

 

会場 マリオス１８階会議室 盛岡市盛岡駅西通二丁目 9 番 1 号 

１日目「学びの場」  ９月１８日 日曜日 9:30～17:50 180+181 会議室 
9:00 受    付 

9:30～  9:50 オリエンテリング&ウエルカムスピーチ           岩手チーム  

10:00～11:30 「解決のための面接技法 第４版について」 桐田弘江さん（カウンセリング SoFT 松山）      

11:40～12:40 
中学校での「プラスのめがねプロジェクト」の取り組み －学校風土として、ソリューションを 

根付かせる－中村亜紀子さん(大分県スクールカウンセラー 臨床心理士) 

12:40～13:40 昼    食 

13:40～15:00 「仮設的質問の可能性」            遠山 宜哉さん（岩手県立大学 社会福祉学部） 

15:10～16:10 
「誰もが通いたくなる学校/教室づくりに見られる“解決志向”の要因 

-全国の優れた実践の語りから-」                  黒沢幸子さん（目白大学） 

16:20～17:50 「佐賀星生学園での取り組みについて」       加藤 雅世子さん（佐賀星生学園校長） 

18:00～20:00 楽しい懇親会！           会場 ２０階カフェテラス スカイメトロ 

２日目「語りの場」  ９月１９日 月曜日 9:30～15:30 

9:00 受  付 

 

9:30～11:00 

セッション１ 
       

 
 

Ａ1＜学校・教育＞１８８ 

「プロジェクトＳ」～紡ぐ・編む・

繕う・繋げる・解く～ 

発達障害のある児童の歩み

大西 恵子さん（四国 SFA 研究会） 

Ｂ1＜＞１８７ 

「ソリューションと 

“承認戦略”」 

柴田 健さん 

（秋田大学教授） 

Ｃ1＜    ＞１８０ 

「最期まで手ばなしたくないモノ」  

花屋 道子さん 

（東北文教大学 人間科学部） 

西沢 望さん 

（藤代健生病院リハビリ課） 

11:00～11:10 休 憩 

 

11:10～12:40 

セッション 2 
 
 

Ａ2＜学校・教育＞１８８ 

「アドラー風味のアンガーコント

ロール心理教育授業の紹介」 

佐々木 誠さん 

（岩手大学） 

Ｂ2＜医療＞１８７ 

「 『死のテーマ』を語る方の 

『解決』とは・・・」 

自殺率の高い秋田県の 

医療における心理臨床から 

松田 陽一さん 

（秋田県横手市横手興生病院） 

Ｃ2＜福祉＞１８０ 

「児童福祉施設での実践を 

ソリューションの視点から考察する」 

大沢 脩太さん 

(大船渡市の児童養護 

施設 大洋学園) 

12:40～13:40 昼   食 

全体セッション 

13:40～15:30 

全体シェアリングとフィナーレ １８８会議室      長田清さん (長田クリニック)  

 次回大会のご案内 

<参加費> 1 日 5,000 円   2 日間 10,000 円    懇親会 4,000 円 

       ※社会人でない学生は 1 日 1,000 円  2 日間 2,000 円  懇親会 3,000 円 

参加お申し込みは、ソリューションランドの HP でお願い致します。http://www.solutionland.com



各セッションの概要 

１日目「学びの場」  ９月１８日 日曜日 9:30～17:50 

 

「中学校での“プラスのめがねプロジェクト”の取り組みについて」 

－学校風土として、ソリューションを根付かせる－ 

 中村 亜紀子さん（臨床心理士 スクールカウンセラー） 

＜発表概要＞ 

「プラスのめがねのお話を聞いた学年と、そうでない学年では、全然違うんですよ、またあのお話をしに

来てくれませんか？」 

――以前担当していた学校の先生から、連絡を頂いた時の言葉です。 

 

 SC として心理臨床活動を始めて約１０年、小規模～大規模校を担当し、生徒さんにソリューションの視

点でお話をし、元気に帰っていく姿を見ながら、いつか解決志向のさまざまな取り組みを、部活動のように

したいと考えるようになりました。 

 産業・組織領域でも活動している心理士ならではの視点を交えつつ、学校全体に目を向けながら、先生

方と協力しながら、時には生徒会を巻き込みながら（！）、解決志向を根付かせるための現在進行形の２

校のケースについて、ご報告させて頂きます。 

 

 

 

 

仮設的質問の可能性 

遠山 宜哉さん（岩手県立大学 社会福祉学部） 

 

＜発表概要＞ 

質問を援助的に機能させるための工夫にはいろいろありますが、何か「仮設的」な状況を設定して、「そ

うなったら」「そうだとして」考えてもらうという質問の可能性について、皆さんと考えようと思います。 

ミラクル・クエスチョンは仮設的質問の代表的なものです。ある状況を仮に設定することによって、現実に

はあり得ないことを考えることができるようになり、そのことが因果に縛られがちな私たちの思考を自由に

してくれるのが最大のメリットと考えられます。 

どんなことを一緒に考えたいのかを決め、どのような状況の設定が考えられるか、その状況とどのよう

に関わる設定にするかなどを考えて、文章を組み立ててみたいと思います。 

参加者の中にお得意の仮設質問があったら教えてください。できれば、一つくらいは何か設定して実験

的にやってみましょう。 

 

 

 

 

 



「誰もが通いたくなる学校/教室づくりに見られる“解決志向”の要因 

―全国の優れた実践の語りから―」 

黒沢幸子さん（目白大学/KIDS カウンセリング・システム） 

 

＜発表概要＞ 

学校や教室が、誰もが通いたくなるような、安全で安心して過ごせる活き活きとした場になることを、皆

が望んでいます。そのような学校/教室づくりについて、困難があったにもかかわらず、成功している先生

方は、どのような取り組みをされてきたのでしょうか。子どもや学校の持つ力をどのように活かされたので

しょうか。 

このような成功した学校/教室づくりに成果を得ている全国の先生方、30 人余りに幅広くヒアリングへの

ご協力をいただきました。先生方の語りの質的検討から、より良い学校/教室づくりの成功要因を抽出す

るとともに、先生方の語りの集積をご紹介したいと思います。そこから“解決志向”の要因と実践のヒントを

豊かに得ていただけると思います。 

（※本発表は、科研費 JSPS26285157 の助成研究の知見を反映しています） 

 

 

 

「佐賀星生学園での取り組みについて」                加藤 雅世子さん（佐賀星生学園校長） 

 

＜発表概要＞ 

「本校に入学してくる生徒たちは、中学校時不登校、発達障害を抱えている生徒たちです。 

生徒たちの多くは、劣等感や大人に対する不信感でいっぱいです。 

そのような生徒たちのために、自分を認め他者も認め、笑顔が絶えない、明るい学校を作りたい 

と思い、学校全体で解決志向の学校作りを行ってきました。 

本校で実践しているさまざまな取組を通して表現される生徒たちの変化や学校の雰囲気をご紹介 

させていただきたいと思います。」 

 

２日目「語りの場」  ９月１９日 月曜日 9:30～15:30 
 

「プロジェクトＳ」～紡ぐ・編む・繕う・繋げる・解く～発達障害のある児童の歩み 

大西惠子さん（四国 SFA 研究会） 

 

＜発表概要＞   

2008 年以来小学校で実践している WOWW について、毎回発表させていただいておりました。 

今回の発表は、WOWW 実践前の 2005 年～2006 年に支援員として勤務していた特別支援クラスに在籍

の S と出会い、関わった 2 年間の取り組みをお伝えします。当時の記録ノート 2 冊分から記憶を呼びもどし

つつ、今 22歳になった Sにたどり着くことができました。机の奥に眠っていた 2冊のノートは、Sの力で日の

目を見ることになったんだろうと思います。ノートに挟まれて、〝プロジェクト S″と名付けた S の成長の報

告書も出てきました。“けーこ先生”らしくすべて手書きです。 

WOWW への足掛かりとなったプロジェクト S についてお伝えします。 



「ソリューションと“承認戦略”」 

柴田 健さん（秋田大学教授） 

<発表概要> 

 

面接がなかなかソリューションにならない！なかなかブリーフに終わらない！ 

そんなとき我々は一体何をすれば良いのでしょうか。 

このときにやれそうなことと，考えると良さそうなことを，弁証法的行動療法（DBT）や，その中にある承認戦

略という視点から考えてみたいと思います。 

これは，クライエントを承認するだけでなくセラピスト自身を「承認」することになるかもしれません。一緒に

体験しながら考えてみませんか？ 

 

 

「最期まで手ばなしたくないモノ」  

花屋 道子さん（東北文教大学 人間科学部） 

西沢 望さん（藤代健生病院リハビリ課） 

 

<発表概要> 

 NHK・E テレで昨年、「私のリュックひとつ分」という番組が放映されました。そのコンセプトは、住み慣れた

家を離れて二度と戻れない旅に出るとして、そのとき持っていけるものがリュックひとつ分だとしたら何を入

れるか、というものです。毎回、各界の著名人が実際にリュックひとつ分の荷物を詰め、それらのものと自

分とのつながりについて語るといった内容で構成されていました。 

 今回紹介するのは、それよりもだいぶ以前に大学生向けのエンカウンター課題として試作・試演したもの

ですが、課題を通して自分にとって重要なものや人の存在を見つめ直すという点において、両者は共通し

ています。この際、日常を少し脇において、「最期まで手ばなしたくないモノ」についてじっくり考え、話し、訊

ね、聴く時間にできればと考えております。 

 

 

 

  



「アドラー風味のアンガーコントロール心理教育授業の紹介」 

佐々木 誠さん（岩手大学） 

＜発表概要＞ 

一般的にアンガーコントロールの心理教育授業は、出来事－評価－感情－行動の流れを追って、評価

の部分を「心のつぶやき」といった子ども達がイメージしやすいもので表現し、つぶやきは１つとは限らない

ということを、学級の他の子の意見を活かしながら気づかせ、よりよい対応を身につけるという構成が多い

ように思います。 

 

今回は、ここにアドラー心理学の発想を取り入れてみました。アドラーの高弟ドライカースは、「感情はガ

ソリンのようなもの」と言っています。そこで心のつぶやきは１つではないという気づきのあとで、ドライカー

スの言うガソリンとしての感情の役割や、アドラー心理学の大前提である目的論を展開します。もし、感情

に気づき、さらにその感情で動機づけられた目的を考えられれば、もはや感情をガソリンにする必要もなく

なります。おそらく、この状態がアドラーの言う「自分のスープにつばを吐く」という事なのだと思います。そ

して目的を本位に考えて行動するために、いかに感情の波にのまれずにいられるかを最後に子供たちと

考えます。 

 

セッションでは、授業で出された中学生のみなさんの「感情の波を乗り越える技」もご紹介します。とても

ユニークで、演者の予想をはるかに超えているものばかりです。ご参加いただければみなさんも魅了され

ること間違いなしです。また、子どもたちをいかに引きつけ、腑に落とせるかという演者の工夫を惜しみなく

ご紹介しますので、これから学校で心理教育授業を考えているという方々にもお役に立てると思います。奮

ってご参加ください。 

 

「 『死のテーマ』を語る方の『解決』とは・・・」 

自殺率の高い秋田県の医療における心理臨床から 

松田 陽一さん（秋田県横手市横手興生病院） 

＜発表概要＞ 

自殺率の高い秋田県の病院臨床において、「死のテーマ」を語る患者さまが少なからずいらっしゃいま

す。 

地域の現状を踏まえ、臨床心理士が心理療法の中で「死のテーマ」に対し、どのように向き合っていっ

たらいいのか、日々試行錯誤しているところです。 

個人的には「死のテーマ」の『解決』を考えるとき、基本姿勢としては「死のテーマ」は取り除こうとしないこ

と、単に「死にたい」から「生きたい」に持っていけばいいというものではないこと、「死のテーマ」を語ること

で、今ここでの患者さまはどう在りたいかを話題にすること、気持ちは『解決』するのではなく、感じるものと

いう視点を持ちつつ関わっているところです。『解決』の糸口が見つかるときには、かい離していた身体感

覚が賦活されているように感じられることもあります。 

 

今回は、事例提供をさせていただき、自分の日ごろの関わり方の振り返りやフロアの皆様のご指摘を受

けながら、新たな視点を得たいと思っております。 



「児童福祉施設での実践をソリューションの視点から考察する」 

大沢 脩太さん (大船渡市の児童養護施設 大洋学園) 

 

＜発表概要＞ 

児童福祉の領域においてもさらに異質の施設臨床。そこでは、生活場面面接、ライフストーリーワーク、 

トラウマ・フォーカスト・セラピーなどといった他の領域にはあまり見かけない支援や実践が行われていま

す。一見すると過去志向を重視しがちな施設臨床ですが、それらの実践にも様々なところにソリューション

の視点が取り入れられていたりします。当日は、私たち施設心理士が普段から実践している内容につい

て紹介し、それらをソリューションの視点から考察したいと考えています。 

また、普段から目まぐるしい業務に追われる施設臨床では、自分たちの実践がどこに向かっているの

か、何のためにやっているのか見えなくなり、混乱することもよくあります。そのため、当日は施設心理士

の実践がどのような形で役立っているかについてソリューションの視点を通して改めて実感し直し、皆さん

でエンパワーメントし合えればとも考えています。 

児童福祉施設にいる子どもたちは、様々な機関（児童相談所、医療機関、司法機関、学校など）との協

働によって成り立っているところもあります。そのため当日は、児童福祉施設で行われている実践内容を

知っていただくことで、今後もしかかわることがあれば何らかの形で役に立つことがあるかもしれませんの

で、様々な領域の方々のご参加をお待ちしています。 

 

  



ソ リ ュ ー シ ョ ン ラ ン ド の 会 場   ２ 日 間 と も す べ て

 

〒020-0045 

盛岡市盛岡駅西通二丁目 9 番 1 号 １８階 会議室 

◎盛岡 I.Ｃ.より約 10 分 ◎盛岡南 I.Ｃ.より約 9 分 

◎「盛岡駅西口」下車 徒歩 1 分 ◎花巻空港より特急バスで約 40 分 

http://www.malios.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駐車場のご利用案内  マリオス立体駐車場及び盛岡駅西口地区駐車場（屋外） 

  



前夜祭のご案内 

 

ソリューションランド恒例の“学芸会” 

 

今年はランド開催の前日９月１７日 土曜日 夜７時半から前夜祭を開催します！ 

 

会場「青胡椒」     盛岡市大通 1-9-5 サンシャインビル 3F 019-652-3222 

会費 ４，５００円 

定員 ５０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年のランド初日の夜の懇親会はまさに 

懇親を主眼としていつもの“ 学芸会”は 

ありませんのでご注意ください。 

でもあれだけは・・・？ 

日頃のストレスを発散させたい方！ 

コスプレにはまっている方！ 

美声を披露したい方！ 

人間観察を趣味としている方！ 

 

楽器の演奏を披露したい方！ 

そんな貴方/貴女のパラダイスです！ 

 


